
多層移動量計の目的と概要

目的

•地すべりのすべり面ならびにすべり面における移動量の把握

概要

•ボーリング孔の各深度に固定したワイヤーを地上部に誘導し、
ワイヤーの伸縮量を直接測定する

•地中伸縮計を単一のボーリング孔内に多段に設置したもの
•大変位の測定に有効
•測定深度は４０mまでが一般的
•測定点間隔は０．５～２mで選定可能
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